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≪学習問題≫


yはxの一次関数で，そのグラフが2点


(1，2)，(5，－6)を通る直線であるとき，


この一次関数の式を求めよう。























①本時を構想する上でポイントとなる素地


○問題解決のための知識・技能


・傾きと切片が決まれば一次関数の式が決まることを理解している。


○既習とつなぐ見方・考え方


・2点を通る直線は1つに決まること，変化の観点でみると2点から傾きを求められることを経験している。


○共同追究でのゆさぶり


・連立方程式を用いて一次関数の式を求めるのは初めて。


○ゆさぶりに対応する経験


・「連立方程式」で，2つの方程式に共通する解としての連立方程式の解の意味について学習している。
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≪定着・活用問題≫





授業計画･実施記録





主眼





≪学習問題≫








②見通し:傾きがわかれば，一次関数の式を求めることができる。


→　2点の座標から，傾きを求めればよさそうだ。





１　課題とまとめを一体のものとしてとらえるには





②学習課題:およその図や座標の差を使って傾きを求め，一次関数の式を求めよう。





③個人追究:図や座標の差を使って，一次関数の式を求める。





④共同追究前半（解法の比較検討）


「図を使った方法と座標の差を使った方法で，共通していることは何だろうか？」


→「図のx(y)の増加量がx(y)座標の差と等しい。」


「xとyの増加量は，座標の差で求められる。」





④共同追究後半（思考を深める）


「連立方程式を使っても求められるのはなぜだろうか？」


→「たとえば点Ａを通る一次関数の式に，点Ａの座標を代入すると等式が成り立つ。」


「2点の座標から2つの方程式ができ，その両方を満たす解としてa，bが求まるからだ。」





⑤まとめ（児童生徒の言葉で）


・2点からxとyの増加量を求めれば傾きが求まり，前回と同じ方法が使える。


・2点の座標から連立方程式を立ててa，bを求める方法でも，一次関数の式が求められる。





⑥定着･活用問題


yはxの一次関数で，そのグラフが2点(－1，－2)，(2，7)を通る直線であるとき，この一次関数の式を，2つの方法で求めよう。


ア　傾きを求めて　　　　　イ　連立方程式を使って





＜本時の展開に当たっての留意点＞


・課題把握では，前時の問題との違いを問い，傾きさえわかれば前時の方法が使えることを確認したい。前時の学習の定着が十分でない場合には，復習問題を解いた上で導入することが望ましい。


・連立方程式を使った解法について検討する場面では，必要に応じて，連立方程式の解の意味を振り返る場面を設定したい。





【板書計画】








